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(57)【要約】
　
【課題】視野角を向上させた表示装置が開示される。
【解決手段】表示装置は、表示パネル、第１光学ユニッ
ト、及び第２光学ユニットを含む。表示パネルは、第１
基板、第１基板と対向する第２基板、及び第１及び第２
基板の間に介在される液晶層を含む。前記液晶層は垂直
配向モードに駆動される。第１光学ユニットは、Ｃ－プ
レート及び第１吸収軸を有する第１偏光板を含む。第２
光学ユニットはポジティブＡ－プレート、ネガティブＡ
－プレート、及び第１吸収軸と直交する第２吸収軸を有
する第２偏光板を含む。このように、ネガティブ及びポ
ジティブＡ－プレートを通じて各色光の偏光状態の分散
を最小化してコントラスト比及び視野角を向上させるこ
とができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板、前記第１基板と対向する第２基板、及び前記第１及び第２基板の間に介在さ
れ垂直配向される液晶層を具備する表示パネルと、
　Ｃ－プレート及び第１吸収軸を有する第１偏光板を具備する第１光学ユニットと、
　ポジティブＡ－プレート、光の進行方向に対して前記ポジティブＡ－プレートの上部に
配置されたネガティブＡ－プレート、及び前記第１吸収軸と直交する第２吸収軸を有する
第２偏光板を具備する第２光学ユニットと、を含み、
　前記ネガティブＡ－プレートはｎｘ≠ｎｙで、厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）≦０であ
る位相遅延フィルムであり、
　前記ポジティブＡ－プレートはｎｘ≠ｎｙで、厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）≧０であ
る位相遅延フィルムであり、
　前記Ｃ－プレートは、ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚの数式を満足するネガティブＣ－プレートであ
ることを特徴とする表示装置。
（但し、Ｒｔｈ＝｛（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ｝×ｄで、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、
ｎｙは前記ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、ｎｚは前記ｘ軸及びｙ軸方向と直
交するｚ軸方向への屈折率で、ｄは位相遅延フィルムの厚さである）
【請求項２】
　前記第１光学ユニットは、前記光の進行方向に対して前記表示パネルの下側に配置され
、
　前記第２光学ユニットは、前記光の進行方向に対して前記表示パネルの上側に配置され
ることを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１光学ユニットは、前記光の進行方向に対して前記表示パネルの上側に配置され
、
　前記第２光学ユニットは、前記光の進行方向に対して前記表示パネルの下側に配置され
ることを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項４】
　前記Ｃ－プレートは、前記表示パネル及び前記第１偏光板の間に配置され、
　前記ポジティブ及びネガティブＡ－プレートは、前記表示パネル及び前記第２偏光板の
間に配置されることを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項５】
　前記ネガティブＡ－プレートのｘ軸及びｙ軸のうちの１つの軸が前記第２偏光板の第２
吸収軸と直交し、前記第２吸収軸と直交する軸方向への屈折率が前記ｘ軸及びｙ軸のうち
の他の１つの軸方向への屈折率より小さく、
　前記ポジティブＡ－プレートのｘ軸及びｙ軸のうちの１つの軸が前記第２吸収軸と平行
で、前記第２吸収軸と平行な軸方向への屈折率が前記ｘ軸及びｙ軸のうちの他の１つの軸
方向への屈折率より大きいことを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項６】
　前記ネガティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ）及び厚さ方向の位相遅延値（Ｒ
ｔｈ）は、
　前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ）及び厚さ方向の位相遅延値（Ｒ
ｔｈ）と非対称される値を有することを特徴とする請求項１記載の表示装置。
（但し、Ｒｏ＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄで、ｄは位相遅延フィルムの厚さで、ｎｘはｘ軸方向
への屈折率で、ｎｙは前記ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率である）
【請求項７】
　赤色光波長（λ＿ｒ）に対する前記ネガティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿
ｒ）の比（Ｒｏ＿ｒ／λ＿ｒ）は０．０９３～０．１７３の範囲を有し、前記赤色光波長
（λ＿ｒ）に対する前記ネガティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の比（
Ｒｔｈ／λ）は０．０７３～０．１５３の範囲を有し、
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　緑色光波長（λ＿ｇ）に対する前記ネガティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿
ｇ）の比（Ｒｏ＿ｇ／λ＿ｇ）は０．１０８～０．１８８の範囲を有し、前記緑色光波長
（λ＿ｇ）に対する前記ネガティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ＿ｇ）の
比（Ｒｔｈ＿ｇ／λ＿ｇ）は０．０８６～０．１６６の範囲を有し、
　青色光波長（λ＿ｂ）に対する前記ネガティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿
ｂ）の比（Ｒｏ＿ｂ／λ＿ｂ）は０．１４０～０．２２０の範囲を有し、前記青色光波長
（λ＿ｂ）に対する前記ネガティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ＿ｂ）の
比（Ｒｔｈ＿ｂ／λ＿ｂ）は０．１１３～０．１９３の範囲を有することを特徴とする請
求項６記載の表示装置。
【請求項８】
　赤色光波長（λ＿ｒ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿
ｒ）の比（Ｒｏ＿ｒ／λ＿ｒ）は０．１３３～０．２１３の範囲を有し、前記赤色光波長
（λ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の比（Ｒｔ
ｈ／λ）は０．１０７～０．１８７の範囲を有し、
　緑色光波長（λ＿ｇ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿
ｇ）の比（Ｒｏ＿ｇ／λ＿ｇ）は０．１５２～０．２３２の範囲を有し、前記緑色光波長
（λ＿ｇ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ＿ｇ）の
比（Ｒｔｈ＿ｇ／λ＿ｇ）は０．１２４～０．２０４の範囲を有し、
　青色光波長（λ＿ｂ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿
ｂ）の比（Ｒｏ＿ｂ／λ＿ｂ）は０．１９４～０．２７４の範囲を有し、前記青色光波長
（λ＿ｂ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ＿ｂ）の
比（Ｒｔｈ＿ｂ／λ＿ｂ）は０．１５９～０．２３９の範囲を有することを特徴とする請
求項６記載の表示装置。
【請求項９】
　前記Ｃ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の絶対値は前記液晶層の厚さ方向位
相遅延値（Ｒｔｈ）の絶対値より小さいことを特徴とする請求項１記載の表示装置。
（但し、Ｒｔｈ＝｛（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ｝×ｄで、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、
ｎｙは前記ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、ｎｚは前記ｘ軸及びｙ軸方向と直
交するｚ軸方向への屈折率で、ｄはＣ－プレートの厚さである）
【請求項１０】
　青色光波長に対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の差異
に対する比（Ｂ）は、緑色光波長に対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方
向位相遅延値の差異に対する比（Ｇ）より大きく、
　前記緑色光波長に対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の
差異に対する比（Ｇ）は、赤色光波長に対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚
さ方向位相遅延値の差異に対する比（Ｒ）より大きいことを特徴とする請求項１記載の表
示装置。
【請求項１１】
　前記赤色光波長に対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の
差異に対する比（Ｒ）は０．０１～０．０８の範囲を有し、
　前記緑色光波長に対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の
差異に対する比（Ｇ）は０．０５～０．１３５の範囲を有し、
　前記青色光波長に対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の
差異に対する比（Ｂ）は０．１４５～０．２３０の範囲を有することを特徴とする請求項
１０記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記ポジティブ及びネガティブＡ－プレートは、
　前記表示パネルの側面で見たときの前記Ｃ－プレート及び前記液晶層によって分散され
た赤色光、緑色光、及び青色光の偏光状態をポアンカレ球面での消光ポイントに集めるこ
とを特徴とする請求項１記載の表示装置。
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【請求項１３】
　第１基板、前記第１基板と対向する第２基板、及び前記第１及び第２基板の間に介在さ
れ垂直配向される液晶層を具備する表示パネルと、
　前記第１基板の下部に配置され第１吸収軸を有する第１偏光板、及び前記第１偏光板と
前記第１基板との間に配置されたＣ－プレートを具備する第１光学ユニットと、
　前記第２基板の上部に配置され前記第１吸収軸と直交する第２吸収軸を有する第２偏光
板、前記第２基板と前記第２偏光板との間に配置されるポジティブＡ－プレート、及び光
の進行方向に対して前記ポジティブＡ－プレートの下部に配置されたネガティブＡ－プレ
ートを具備する第２光学ユニットを含み、
　前記ネガティブＡ－プレートはｎｘ≠ｎｙで、厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）≦０であ
る位相遅延フィルムで、
　前記ポジティブＡ－プレートはｎｘ≠ｎｙで、厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）≧０であ
る位相遅延フィルムであることを特徴とする表示装置。
（但し、Ｒｔｈ＝｛（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ｝×ｄで、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、
ｎｙは前記ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、ｎｚは前記ｘ軸及びｙ軸方向と直
交するｚ軸方向への屈折率で、ｄは位相遅延フィルムの厚さである）
【請求項１４】
　前記ネガティブＡ－プレートは、前記液晶層及び前記第２基板の間に配置されることを
特徴とする請求項１３記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記第２基板は、前記液晶層と向き合う位置に形成された複数のカラーフィルタを含み
、前記ネガティブＡ－プレートは前記液晶層と向き合うように前記カラーフィルタ上に形
成されることを特徴とする請求項１４記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記ネガティブＡ－プレートは、前記第２基板及び前記ポジティブＡ－プレートの間に
配置されることを特徴とする請求項１３記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記ネガティブＡ－プレートのｘ軸及びｙ軸のうちの１つの軸が前記第１偏光板の第１
吸収軸と平行で、前記第１吸収軸と平行な軸方向への屈折率が前記ｘ軸及びｙ軸のうちの
他の１つの軸方向への屈折率より小さく、
　前記ポジティブＡ－プレートのｘ軸及びｙ軸のうちの１つの軸が前記第１吸収軸と平行
で、前記第１吸収軸と平行な軸方向への屈折率が前記ｘ軸及びｙ軸のうちの他の１つの軸
方向への屈折率より大きいことを特徴とする請求項１３記載の表示装置。
【請求項１８】
　前記ネガティブＡ－プレートのＮ－Ｚ係数（Ｎｚ）の絶対値は０．９～１．１の値を有
し、
　前記ポジティブＡ－プレートのＮ－Ｚ係数（Ｎｚ）の絶対値は０．９～１．１の値を有
することを特徴とする請求項１３記載の表示装置。
（但し、Ｎｚ＝｛（ｎｘ－ｎｚ）／（ｎｘ－ｎｙ｝で、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、ｎ
ｙは前記ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、ｎｚは前記ｘ軸及びｙ軸方向と直交
するｚ軸方向への屈折率である）
【請求項１９】
　前記ネガティブＡ－プレートは、
　緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）は４７．０ｎｍ～４９．０ｎｍの値を有し、
　前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対する青色光波長での面内位相遅延値（
Ｒｏ）の比である第１ネガティブ面内分散遅延値は１．００～１．２０の値を有し、
　前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対する赤色光波長での面内位相遅延値（
Ｒｏ）の比である第２ネガティブ面内分散遅延値は０．９０～１．１０の値を有すること
を特徴とする請求項１８記載の表示装置。
（但し、Ｒｏ＝｛（ｎｘ－ｎｙ）×ｄで、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、ｎｙは前記ｘ軸
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方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、ｄはネガティブＡ－プレートの厚さである）
【請求項２０】
　前記ネガティブＡ－プレートは、
　前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）が－２３．０～－２５．０の値を有
し、
　前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）に対する青色光波長での厚さ方向位
相遅延値（Ｒｔｈ）の比である第１ネガティブ厚さ方向分散遅延値は実質的に前記第１ネ
ガティブ面内分散遅延値と同じであり、
　前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）に対する赤色光波長での厚さ方向位
相遅延値（Ｒｔｈ）の比である第２ネガティブ厚さ方向分散遅延値は実質的に前記第２ネ
ガティブ面内分散遅延値と同じであることを特徴とする請求項１９記載の表示装置。
【請求項２１】
　前記赤色光波長は６４０ｎｍ～６６０ｎｍの値を有し、
　前記緑色光波長は５４０ｎｍ～５６０ｎｍの値を有し、
　前記青色光波長は４４０ｎｍ～４６０ｎｍの値を有することを特徴とする請求項２０記
載の表示装置。
【請求項２２】
　前記ポジティブＡ－プレートは、
　緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）が１７９．５ｎｍ～１８０．５ｎｍの値を有し
、
　前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対する青色光波長での面内位相遅延値（
Ｒｏ）の比である第１ポジティブ面内分散遅延値は０．８８０～０．８９０の値を有し、
　前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対する赤色光波長での面内位相遅延値（
Ｒｏ）の比である第２ポジティブ面内分散遅延値は１．０００～１．１００の値を有する
ことを特徴とする請求項１８記載の表示装置。
（但し、Ｒｏ＝｛（ｎｘ－ｎｙ）×ｄで、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、ｎｙは前記ｘ軸
方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、ｄは前記ポジティブＡ－プレートの厚さである）
【請求項２３】
　前記ポジティブＡ－プレートは、
　前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）が９６．０～９８．０の値を有し、
　前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）に対する青色光波長での厚さ方向位
相遅延値（Ｒｔｈ）の比である第１ポジティブ厚さ分散遅延値は実質的に前記第１ポジテ
ィブ面内分散遅延値と同じであり、
　前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）に対する赤色光波長での厚さ方向位
相遅延値（Ｒｔｈ）の比である第２ポジティブ厚さ分散遅延値は実質的に前記第２ポジテ
ィブ面内分散遅延値と同じであることを特徴とする請求項２２記載の表示装置。
【請求項２４】
　前記赤色光波長は、６４０ｎｍ～６６０ｎｍの値を有し、
　前記緑色光波長は、５４０ｎｍ～５６０ｎｍの値を有し、
　前記青色光波長は、４４０ｎｍ～４６０ｎｍの値を有することを特徴とする請求項２３
記載の表示装置。
【請求項２５】
　波長（λ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ）の比をポジ
ティブ波長遅延値とし、前記波長（λ）に対する前記ネガティブＡ－プレートの面内位相
遅延値（Ｒｏ）の比をネガティブ波長遅延値とするとき、
　赤色光、緑色光、及び青色光のうち少なくとも１つの光に対して、前記ポジティブ波長
遅延値から前記ネガティブ波長遅延値を引いた値は０．２０～０．３０の範囲を有するこ
とを特徴とする請求項１３記載の表示装置。
（但し、Ｒｏ＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄで、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、ｎｙは前記ｘ軸方
向と直交するｙ軸方向への屈折率で、ｄは前記ポジティブＡ－プレートまたは前記ネガテ
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ィブＡ－プレートの厚さである）
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に関し、より詳細には液晶の光透過率を用いて画像を表示する液晶表
示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、光を用いて画像を表示する液晶表示パネル及び前記液晶表示パネルの
下部に配置され前記液晶表示パネルに光を提供するバックライトアセンブリを含む。
【０００３】
　前記液晶表示パネルは、薄膜トランジスタ及び画素電極を有する第１基板、前記第１基
板と対向する共通電極を有する第２基板、及び第１及び第２基板の間に介在された液晶層
を含む。
【０００４】
　前記液晶層内の液晶は、前記画素電極及び前記共通電極の間に形成された電場によって
垂直配向（ＶＡ）モードで動作されることができる。例えば、前記画素電極及び前記共通
電極の間に電場が形成されないとき、前記液晶表示パネルはホワイト画像を具現し、前記
画素電極及び前記共通電極の間に電場が形成されるとき、ブラック画像を具現する。
【０００５】
　前記画素電極及び前記共通電極の間に電場が形成されるとき、前記液晶層内の液晶は、
前記画素電極または前記共通電極に対して垂直な方向に配列される。前記液晶が前記垂直
な方向に配列された場合、前記液晶表示パネルの正面ではコントラスト比（ＣＲ）が高い
画像が表示されるが、前記液晶表示パネルの側面、パネルの正面に対して角度を有する斜
め方向ではコントラスト比が低い画像が表示される。なぜなら、前記液晶表示パネルの側
面に進行する光の位相が前記液晶によって前記表示パネルの厚さ方向に遅延されるためで
ある。
【０００６】
　このように、前記垂直配向モードで動作される液晶表示パネルは、前記液晶による厚さ
方向位相遅延によって側面でのコントラスト比が低い画像を表示するという問題点を有す
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、本発明で解決しようとする技術的課題は、このような従来の問題点を解決する
ためのもので、本発明の目的は、垂直配向モードで側面での視野角を向上させることがで
きる表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記した本発明の一実施例による表示装置は、表示パネル、第１光学ユニット、及び第
２光学ユニットを含む。
【０００９】
　前記表示パネルは、第１基板、前記第１基板と対向する第２基板、及び前記第１及び第
２基板の間に介在され、垂直配向（ＶＡ）される液晶層を含む。前記第１光学ユニットは
、Ｃ－プレート及び第１吸収軸を有する第１偏光板を含む。前記第２光学ユニットは、ポ
ジティブＡ－プレート、光の進行方向に対して前記ポジティブＡ－プレートの上部に配置
されたネガティブＡ－プレート、及び前記第１吸収軸と直交する第２吸収軸を有する第２
偏光板を含む。前記ネガティブＡ－プレートはｎｘ≠ｎｙであり、厚さ方向位相遅延値（
Ｒｔｈ）≦０である位相遅延フィルムであり、前記ポジティブＡ－プレートはｎｘ≠ｎｙ
であり、厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）≧０である位相遅延フィルムであり、前記Ｃ－プ
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レートは、ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚの数式を満足するネガティブＣ－プレートである。Ｒｔｈ＝
｛（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ｝×ｄで、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、ｎｙは前記ｘ軸方
向と直交するｙ軸方向への屈折率で、ｎｚは前記ｘ軸及びｙ軸方向と直交するｚ軸方向へ
の屈折率で、ｄは位相遅延フィルムの厚さである。
【００１０】
　前記第１光学ユニットは、前記光の進行方向に対して前記表示パネルの下側に配置され
、前記第２光学ユニットは、前記光の進行方向に対して前記表示パネルの上側に配置され
ることができる。これと異なり、前記第１光学ユニットは、前記光の進行方向に対して前
記表示パネルの上側に配置され、前記第２光学ユニットは前記光の進行方向に対して前記
表示パネルの下側に配置されることができる。
【００１１】
　前記Ｃ－プレートは、前記表示パネル及び前記第１偏光板の間に配置され、前記ポジテ
ィブ及びネガティブＡ－プレートは、前記表示パネル及び前記第２偏光板の間に配置され
ることができる。
【００１２】
　前記ネガティブＡ－プレートのｘ軸及びｙ軸のうち、１つの軸が前記第２偏光板の第２
吸収軸と直交し、前記第２吸収軸と直交する軸方向への屈折率が前記ｘ軸及びｙ軸のうち
、他の１つの軸方向への屈折率より小さくてもよい。前記ポジティブＡ－プレートのｘ軸
及びｙ軸のうち、１つの軸が前記第２吸収軸と平行であり、前記第２吸収軸と平行な軸方
向への屈折率が前記ｘ軸及びｙ軸のうち、他の１つの軸方向への屈折率より大きくてもよ
い。
【００１３】
　前記ネガティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ）及び厚さ方向の位相遅延値（Ｒ
ｔｈ）は、前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ）及び厚さ方向の位相遅
延値（Ｒｔｈ）と非対称される値を有することができる。ここで、前記Ｒｏ＝（ｎｘ－ｎ
ｙ）×ｄで、ｄは位相遅延フィルムの厚さで、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、ｎｙは前記
ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率である。
【００１４】
　赤色光波長（λ＿ｒ）に対する前記ネガティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿
ｒ）の比（Ｒｏ＿ｒ／λ＿ｒ）は０．０９３～０．１７３の範囲を有し、前記赤色光波長
（λ＿ｒ）に対する前記ネガティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の比（
Ｒｔｈ／λ）は０．０７３～０．１５３の範囲を有することができる。緑色光波長（λ＿
ｇ）に対する前記ネガティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿ｇ）の比（Ｒｏ＿ｇ
／λ＿ｇ）は０．１０８～０．１８８の範囲を有し、前記緑色光波長（λ＿ｇ）に対する
前記ネガティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ＿ｇ）の比（Ｒｔｈ＿ｇ／λ
＿ｇ）は０．０８６～０．１６６の範囲を有することができる。青色光波長（λ＿ｂ）に
対する前記ネガティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿ｂ）の比（Ｒｏ＿ｂ／λ＿
ｂ）は０．１４０～０．２２０の範囲を有し、前記青色光波長（λ＿ｂ）に対する前記ネ
ガティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ＿ｂ）の比（Ｒｔｈ＿ｂ／λ＿ｂ）
は０．１１３～０．１９３の範囲を有することができる。
【００１５】
　赤色光波長（λ＿ｒ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿
ｒ）の比（Ｒｏ＿ｒ／λ＿ｒ）は０．１３３～０．２１３の範囲を有し、前記赤色光波長
（λ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の比（Ｒｔ
ｈ／λ）は０．１０７～０．１８７の範囲を有することができる。緑色光波長（λ＿ｇ）
に対する前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿ｇ）の比（Ｒｏ＿ｇ／λ
＿ｇ）は０．１５２～０．２３２の範囲を有し、前記緑色光波長（λ＿ｇ）に対する前記
ポジティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ＿ｇ）の比（Ｒｔｈ＿ｇ／λ＿ｇ
）は０．１２４～０．２０４の範囲を有することができる。青色光波長（λ＿ｂ）に対す
る前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ＿ｂ）の比（Ｒｏ＿ｂ／λ＿ｂ）



(8) JP 2010-2906 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

は０．１９４～０．２７４の範囲を有し、前記青色光波長（λ＿ｂ）に対する前記ポジテ
ィブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ＿ｂ）の比（Ｒｔｈ＿ｂ／λ＿ｂ）は０
．１５９～０．２３９の範囲を有することができる。
【００１６】
　前記Ｃ－プレートの厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の絶対値は、前記液晶層の厚さ方向
位相遅延値（Ｒｔｈ）の絶対値より小さくてもよい。ここで、前記Ｒｔｈ＝｛（ｎｘ＋ｎ
ｙ）／２－ｎｚ｝×ｄで、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、ｎｙは前記ｘ軸方向と直交する
ｙ軸方向への屈折率で、ｎｘは前記ｘ軸及びｙ軸方向と直交するｚ軸方向への屈折率で、
ｄはＣ－プレートの厚さである。
【００１７】
　青色光波長に対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の差異
に対する比（Ｂ）は、緑色光波長に対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方
向位相遅延値の差異に対する比（Ｇ）より大きく、前記緑色光波長に対する前記液晶層及
び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の差異に対する比（Ｇ）は、赤色光波長に
対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の差異に対する比（Ｒ
）より大きくてもよい。
【００１８】
　前記赤色光波長に対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の
差異に対する比（Ｒ）は、０．０１～０．０８の範囲を有することができる。前記緑色光
波長に対する前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の差異に対する
比（Ｇ）は、０．０５～０．１３５の範囲を有することができる。前記青色光波長に対す
る前記液晶層及び前記Ｃ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の差異に対する比（Ｂ）は
０．１４５～０．２３０の範囲を有することができる。
【００１９】
　前記ポジティブ及びネガティブＡ－プレートは、前記表示パネルの側面で見たときの前
記Ｃ－プレート及び前記液晶層によって分散された赤色光、緑色光、及び青色光の偏光状
態をポアンカレ球面での消光ポイントに実質的に一致させることができる。
【００２０】
　前記した本発明の他の一実施例による表示装置は、表示パネル、第１光学ユニット、及
び第２光学ユニットを含む。
【００２１】
　前記表示パネルは、第１基板、前記第１基板と対向する第２基板、及び前記第１及び第
２基板の間に介在され、垂直配向される液晶層を含む。前記第１光学ユニットは前記第１
基板の下部に配置され第１吸収軸を有する第１偏光板、及び前記第１偏光板と前記第１基
板との間に配置されたＣ－プレートを含む。前記第２光学ユニットは、前記第２基板の上
部に配置され前記第１吸収軸と直交する第２吸収軸を有する第２偏光板、前記第２基板と
前記第２偏光板との間に配置されたポジティブＡ－プレート、及び光の進行方向に対して
前記ポジティブＡ－プレートの下部に配置されたネガティブＡ－プレートを含む。前記ネ
ガティブＡ－プレートはｎｘ≠ｎｙで、厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）≦０である位相遅
延フィルムで、前記ポジティブＡ－プレートはｎｘ≠ｎｙで、厚さ方向位相遅延値（Ｒｔ
ｈ）≧０である位相遅延フィルムである。Ｒｔｈ＝｛（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ｝×ｄで
、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、ｎｙは前記ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、
ｎｚは前記ｘ軸及びｙ軸方向と直交するｚ軸方向への屈折率で、ｄは位相遅延フィルムの
厚さである。
【００２２】
　前記ネガティブＡ－プレートは、前記液晶層及び前記第２基板の間に配置されることが
できる。前記第２基板は、前記液晶層と向き合う位置に形成された複数のカラーフィルタ
を含み、前記ネガティブＡ－プレートは前記液晶層と向き合うように前記カラーフィルタ
上にコーティングまたは分配方式によって形成されることができる。これと異なり、前記
ネガティブＡ－プレートは前記第２基板及び前記ポジティブＡ－プレートの間に配置され
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ることができる。
【００２３】
　前記ネガティブＡ－プレートのｘ軸及びｙ軸のうち、１つの軸が前記第１偏光板の第１
吸収軸と平行で、前記第１吸収軸と平行な軸方向への屈折率が前記ｘ軸及びｙ軸のうち、
他の１つの軸方向への屈折率より小さく、前記ポジティブＡ－プレートのｘ軸及びｙ軸の
うち、１つの軸が前記第１吸収軸と平行で、前記第１吸収軸と平行な軸方向への屈折率が
前記ｘ軸及びｙ軸のうち、他の１つの軸方向への屈折率より大きくてもよい。
【００２４】
　前記ネガティブＡ－プレートのＮ－Ｚ係数（Ｎｚ）の絶対値は０．９～１．１の値を有
し、前記ポジティブＡ－プレートのＮ－Ｚ係数（Ｎｚ）の絶対値は０．９～１．１の値を
有することができる。但し、Ｎｚ＝（ｎｘ－ｎｚ）／（ｎｘ－ｎｙ）で、ｎｘはｘ軸方向
への屈折率で、ｎｙは前記ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、ｎｚは前記ｘ軸及
びｙ軸方向と直交するｚ軸方向への屈折率である。
【００２５】
　前記ネガティブＡ－プレートは緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）が４７．０ｎｍ
～４９．０ｎｍの値を有し、前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対する青色光
波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）の比である第１ネガティブ面内分散遅延値は１．００～
１．２０の値を有し、前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対する赤色光波長で
の面内位相遅延値（Ｒｏ）の比である第２ネガティブ面内分散遅延値は０．９０～１．１
０の値を有することができる。但し、Ｒｏ＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄで、ｎｘはｘ軸方向への
屈折率で、ｎｙは前記ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、ｄはネガティブＡ－プ
レートの厚さである。
【００２６】
　前記ネガティブＡ－プレートは、前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）が
－２３．０～－２５．０の値を有し、前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）
に対する青色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の比である第１ネガティブ厚さ分
散遅延値は、実質的に前記第１ネガティブ面内分散遅延値と同じであり、前記緑色光波長
での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）に対する赤色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ
）の比である第２ネガティブ厚さ分散遅延値は、実質的に前記第２ネガティブ面内分散遅
延値と同じであり得る。この際、前記赤色光波長は６４０ｎｍ～６６０ｎｍの値を有し、
前記緑色光波長は５４０ｎｍ～５６０ｎｍの値を有し、前記青色光波長は４４０ｎｍ～４
６０ｎｍの値を有することができる。
【００２７】
　前記ポジティブＡ－プレートは、緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）が１７９．５
ｎｍ～１８０．５ｎｍの値を有し、前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対する
青色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）の比である第１ポジティブ面内分散遅延値は、０
．８８０～０．８９０の値を有し、前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対する
赤色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）の比である第２ポジティブ面内分散遅延値は１．
０００～１．１００の値を有することができる。但し、Ｒｏ＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄで、ｎ
ｘはｘ軸方向への屈折率で、ｎｙは前記ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、ｄは
前記ポジティブＡ－プレートの厚さである。
【００２８】
　前記ネガティブＡ－プレートは、前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）が
９６．０～９８．０の値を有し、前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）に対
する青色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の比である第１ポジティブ厚さ分散遅
延値は実質的に前記第１ポジティブ面内分散遅延値と同じであり、前記緑色光波長での厚
さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）に対する赤色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の比
である第２ポジティブ厚さ分散遅延値は実質的に前記第２ポジティブ面内分散遅延値と同
じであり得る。ここで、前記赤色光波長は６４０ｎｍ～６６０ｎｍの値を有し、前記緑色
光波長は５４０ｎｍ～５６０ｎｍの値を有し、前記青色光波長は４４０ｎｍ～４６０ｎｍ
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の値を有することができる。
【００２９】
　一方、波長（λ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ）の比
をポジティブ波長遅延値とし、前記波長（λ）に対する前記ネガティブＡ－プレートの面
内位相遅延値（Ｒｏ）の比をネガティブ波長遅延値とする時、赤色光、緑色光、及び青色
光のうち、少なくとも１つの光に対して、前記ポジティブ波長遅延値から前記ネガティブ
波長遅延値を引いた値は、０．２０～０．３０の範囲を有することができる。ここで、Ｒ
ｏ＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄで、ｎｘはｘ軸方向への屈折率で、ｎｙは前記ｘ軸方向と直交す
るｙ軸方向への屈折率で、ｄは前記ポジティブＡ－プレートまたは前記ネガティブＡ－プ
レートの厚さである。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によると、光の進行方向に沿ってネガティブＡ－プレートとポジティブＡ－プレ
ートが順次に配置される。前記ポジティブ及びネガティブＡ－プレートは、前記側面で見
た時のＣ－プレート及び液晶層によって分散された赤色光、緑色光、及び青色光の偏光状
態をポアンカレ球面での消光ポイントに集める。これによって、各色光の偏光状態の分散
によるコントラスト比が減少されることを防止することができ、表示パネルを側面で見た
ときのコントラスト比をより増加させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施例１による表示装置を示す断面図である。
【図２】図１の表示装置の光学部材の関係を概念的に示す図である。
【図３】図２の光学部材の吸収軸及び光軸の間の関係を示すポアンカレ球面を示す図であ
る。
【図４】図２のＣ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示す平面図であ
る。
【図５】図２の液晶層を透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示す平面図である。
【図６】図２のポジティブＡ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示す
平面図である。
【図７】図２のネガティブＡ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示す
平面図である。
【図８】各色光の波長に対する液晶層及びＣ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の差異
に対する比と、ポアンカレ平面での各色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離間の関
係を示すグラフである。
【図９】各色光の波長に対するネガティブＡ－プレートの面内位相遅延値及び厚さ方向位
相遅延値に対する比と、ポアンカレ平面での各色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距
離間の関係を示すグラフである。
【図１０】各色光の波長に対するポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値及び厚さ方向
位相遅延値に対する比と、ポアンカレ平面での各色光の偏光状態と消光ポイントとの間の
距離間の関係を示すグラフである。
【図１１】本発明の実施例２による表示装置を示す断面図である。
【図１２】図１１の表示装置の光学部材の関係を概念的に示す図である。
【図１３】図１２の光学部材の吸収軸及び光軸間の関係を示すポアンカレ球面を示す図で
ある。
【図１４】図１２のＣ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示す平面図
である。
【図１５】図１２の液晶層を透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示す平面図である
。
【図１６】図１２のネガティブＡ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を
示す平面図である。
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【図１７】図１２のポジティブＡ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を
示す平面図である。
【図１８】図１２のネガティブＡ－プレートの特性を示すグラフである。
【図１９】図１２のポジティブＡ－プレートの特性を示すグラフである。
【図２０】本発明の実施例３による表示装置を示す断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下に添付図面を参照して本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
【００３３】
　本発明は多様に変更することができ、多様な形態を有することができること、特定の実
施形態を図面に例示して本文に詳細に説明する。しかし、これは、本発明を特定の開示形
態に限定するのではなく、本発明の思想及び技術範囲に含まれる全ての変更、均等物、乃
至代替物を含むことを理解すべきである。
【００３４】
　各図面を説明しながら類似の参照符号を類似の構成要素に対して付与した。図面におい
て、構造物の寸法は本発明の明確性のために実際より拡大して示した。
【００３５】
　第１、第２等の用語は、多様な構成要素を説明するために使用することができるが、構
成要素は用語によって限定されない。用語は一つの構成要素を他の構成要素から区別する
目的としてのみ使用される。例えば、本発明の権利範囲から逸脱することなしに、第１構
成要素は第２構成要素と称されてもよく、同様に第２構成要素も第１構成要素に称されて
もよい。単数の表現は、文脈上、明白に相違が示されない限り、複数の表現を含む。
【００３６】
　本出願において、「含む」または「有する」等の用語は、明細書上に記載された特徴、
数字、段階、動作、構成要素、部品、又はこれらを組み合わせたものが存在することを意
図するものであって、一つまたはそれ以上の他の特徴や数字、段階、動作、構成要素、部
品、又はこれらを組み合わせたもの等の存在または付加の可能性を予め排除しないことを
理解しなければならない。
【００３７】
　なお、異なるものとして定義しない限り、技術的であるか科学的な用語を含めてここで
用いられる全ての用語は、本発明が属する技術分野において通常の知識を有する者によっ
て一般的に理解されるものと同一の意味を有している。一般的に用いられる辞典に定義さ
れているもののような用語は、関連技術の文脈上で有する意味と一致する意味を有するこ
とと解釈すべきであり、本出願で明白に定義されない限り、異常的であるか過度に形式的
な意味に解釈されない。
【００３８】
　図１は、本発明の実施例１による表示装置を示す断面図である。図２は、図１の表示装
置の光学部材の関係を概念的に示す図である。
【００３９】
　図１及び図２を参照すると、本実施例による表示装置は、表示パネル１００、第１光学
ユニット２００、及び第２光学ユニット３００を含む。
【００４０】
　前記表示パネル１００は、第１基板１１０、前記第１基板１１０と対向する第２基板１
２０、及び前記第１基板１１０及び前記第２基板１２０の間に介在された液晶層１３０を
含む。
【００４１】
　前記第１基板１１０は、信号線（図示せず）、前記信号線と電気的に連結された薄膜ト
ランジスタ（図示せず）、及び前記薄膜トランジスタと電気的に連結された画素電極１１
２を含む。前記画素電極１１２は、前記信号線から伝送されたデータ電圧を前記薄膜トラ
ンジスタを通じて印加を受ける。前記画素電極１１２は、透明な導電性物質からなる。
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【００４２】
　前記第２基板１２０は、前記画素電極１１２と対応されるカラーフィルタ１２２、及び
前記カラーフィルタ１２２の上に形成された共通電極（図示せず）を含む。前記カラーフ
ィルタ１２２は、赤色カラーフィルタ、緑色カラーフィルタ、及び青色カラーフィルタを
含むことができる。前記共通電極は透明な導電性物質からなり、共通電圧の印加を受ける
。
【００４３】
　前記液晶層１３０は、前記第１基板１１０及び前記第２基板１２０の間に介在され、垂
直配向モードに駆動されることができる。即ち、前記画素電極１１２と前記共通電極との
間に電場が形成されないと、前記液晶層１３０の液晶は、前記第１基板１１０に水平な方
向に配列され、前記画素電極１１２と前記共通電極との間に電場が形成されると、前記液
晶層１３０の液晶は前記第１基板１１０に垂直な方向に配列される。
【００４４】
　前記第１光学ユニット２００は、前記表示パネル１００の下部に配置される。前記第１
光学ユニット２００は、前記表示パネル１００の下部に配置された第１偏光板２１０、前
記第１偏光板２１０と前記表示パネル１００との間に配置されたＣ－プレート（Ｃ－ＰＬ
ＡＴＥ）２２０を含む。即ち、前記第１偏光板２１０の下部に配置された光源から発生さ
れた光は、前記第１偏光板２１０及び前記Ｃ－プレート２００を透過して前記表示パネル
１００に印加される。
【００４５】
　前記第２光学ユニット３００は、前記表示パネル１００の上部に配置される。前記第２
光学ユニット３００は、前記表示パネル１００の上部に配置された第２偏光板３１０、前
記第２偏光板３１０と前記表示パネル１００との間に配置されたポジティブＡ－プレート
（ＰＯＳＩ　Ａ－ＰＬＡＴＥ）３２０、及び前記第２偏光板３１０と前記ポジティブＡ－
プレート３２０との間に配置されたネガティブＡ－プレート（ＮＥＧＡ　Ａ－ＰＬＡＴＥ
）３３０を含む。
【００４６】
　前記表示パネル１００を透過した光は、前記ポジティブＡ－プレート３２０、前記ネガ
ティブＡ－プレート３３０、及び前記第２偏光板３１０を順次に透過して画像を表示する
。ここで、前記ネガティブＡ－プレート３３０は、光の進行方向に対して前記ポジティブ
Ａ－プレート３２０の上部に配置される。
【００４７】
　一方、本実施例において、前記第１及び第２光学ユニット２００、３００の配置位置は
互いに変わることができる。即ち、前記第２光学ユニット３００は前記表示パネル１００
の下部に配置され、前記第１光学ユニット２００は前記表示パネル１００の上部に配置さ
れることができる。
【００４８】
　具体的に例を挙げると、前記第２偏光板３１０が前記表示パネル１００の下部に配置さ
れ、前記ポジティブＡ－プレート３２０が前記第２偏光板３１０と前記表示パネル１００
との間に配置され、前記ネガティブＡ－プレート３３０は、前記ポジティブＡ－プレート
３２０と前記表示パネル１００との間に配置されることができる。ここで、前記ネガティ
ブＡ－プレート３３０は、光の進行方向に対して前記ポジティブＡ－プレート３２０の上
部に配置される。
【００４９】
　又、前記第１偏光板２１０は、前記表示パネル１００の上部に配置され、前記Ｃ－プレ
ート２２０は前記第１偏光板２１０と前記表示パネル１００との間に配置されることがで
きる。
【００５０】
　まず、前記第１偏光板２１０は、第１方向ＤＩ１と平行な第１吸収軸２１２を有し、前
記第１方向ＤＩ１と直交する第２方向ＤＩ２と平行する第１偏光軸（図示せず）を有する
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。即ち、前記第１偏光板２１０を透過する光は前記第２方向ＤＩ２に偏光される。ここで
、第３方向ＤＩ３は、前記第１及び第２方向ＤＩ１、ＤＩ２と直交する方向で、光の進行
方向を意味する。
【００５１】
　前記Ｃ－プレート２２０は前記第１偏光板２１０の上部に配置され、前記第３方向ＤＩ
３と平行な光軸２２２を有する。前記Ｃ－プレート２２０は、ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚの数式を
満足するネガティブＣ－プレートであり得る。ここで、前記ｎｘはｘ軸方向への屈折率で
、前記ｎｙは前記ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、前記ｎｚは前記ｘ軸及びｙ
軸方向と直交するｚ軸方向への屈折率である。本実施例で、前記ｘ軸方向は前記第２方向
ＤＩ２と平行で、前記ｙ軸方向は前記第１方向ＤＩ１と平行で、前記ｚ軸方向は前記第３
方向ＤＩ３と平行であり得る。
【００５２】
　前記Ｃ－プレート２２０の面内位相遅延値（Ｒｏ）はｎｘ＝ｎｙなので、ゼロ値を有す
る。ここで、前記Ｃ－プレート２２０の面内位相遅延値（Ｒｏ）は（ｎｘ－ｎｙ）×ｄで
、前記ｄは、前記Ｃ－プレート２２０の厚さを意味する。
【００５３】
　前記Ｃ－プレート２２０の厚さ方向位相遅延値Ｒｔｈは、ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚなので正の
値を有する。ここで、前記Ｃ－プレート２２０の厚さ方向位相遅延値Ｒｔｈは、｛（ｎｘ
＋ｎｙ）／２－ｎｚ｝×ｄを意味する。
【００５４】
　前記液晶層１３０は、前記Ｃ－プレート２２０の上部に配置される。前記液晶層１３０
の液晶は垂直配向モードに動作され、前記Ｃ－プレート２２０と実質的に反対の屈折率を
有することができる。前記液晶層１３０は、前記第３方向ＤＩ３と平行な光軸１３２を有
することができる。前記液晶層１３０の光軸１３２は、前記Ｃ－プレート２２０の光軸２
２２の逆方向に形成されることができる。例えば、前記液晶層１３０は、ｎｘ＝ｎｙ＜ｎ
ｚの数式を満足する性質を有することができる。
【００５５】
　前記液晶層１３０の面内位相遅延値（Ｒｏ）はｎｘ＝ｎｙなので、ゼロ値を有する。又
、前記液晶層１３０の厚さ方向位相遅延値Ｒｔｈは、ｎｘ＝ｎｙ＜ｎｚなので、負の値を
有する。ここで、前記液晶層１３０の厚さ方向位相遅延値Ｒｔｈは｛（ｎｘ＋ｎｙ）／２
－ｎｚ｝×ｄで、前記ｄは前記液晶層１３０の厚さを意味する。
【００５６】
　一方、本実施例において、前記Ｃ－プレート２２０の厚さ方向位相遅延値Ｒｔｈの絶対
値は、前記液晶層１３０の厚さ方向位相遅延値Ｒｔｈの絶対値より小さくてもよい。例え
ば、前記Ｃ－プレート２２０の厚さ方向位相遅延値Ｒｔｈは緑色光の波長を基準に約２２
５ｎｍで、前記液晶層１３０の厚さ方向位相遅延値Ｒｔｈは液晶が垂直配向されたときに
緑色光を基準に約－２７７ｎｍでもよい。
【００５７】
　前記カラーフィルタ１２２は前記液晶層１３０の上部に配置され、透過される白色光を
色光、例えば、赤色光、緑色光、及び青色光に変更させる。即ち、前記カラーフィルタ１
２２は、赤色光、緑色光、及び青色光で構成された白色光で前記赤色光、前記緑色光、及
び前記青色光のうち、いずれか１つだけを透過させる。
【００５８】
　前記ポジティブＡ－プレート３２０は前記カラーフィルタ１２２の上部に配置され、前
記第２方向ＤＩ２と平行な光軸３２２を有する。前記ポジティブＡ－プレート３２０は、
ｎｘ及びｎｙのうち、屈折率が大きい軸が前記第２方向ＤＩ２と平行であり得る。即ち、
前記ポジティブＡ－プレート３２０のｘ軸及びｙ軸のうち、１つの軸が前記第２方向ＤＩ
２と平行で、前記第２方向ＤＩ２と平行な軸方向への屈折率が、前記ｘ軸及びｙ軸のうち
、他の１つの軸方向への屈折率より大きい。例えば、ｙ軸方向への屈折率（ｎｙ）がｘ軸
方向への屈折率（ｎｘ）より大きい場合、前記ポジティブＡ－プレート３２０のｙ軸が前
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記第１方向ＤＩ１と平行であり得る。
【００５９】
　前記ポジティブＡ－プレート３２０はｎｘ≠ｎｙで、厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）≧
０である位相遅延フィルムであり得る。ここで、前記ポジティブＡ－プレート３２０の厚
さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）は｛（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ｝×ｄで、前記ｄは前記ポジ
ティブＡ－プレート３２０の厚さを意味する。
【００６０】
　前記ネガティブＡ－プレート３３０は、前記ポジティブＡ－プレート３２０の上部に配
置され、前記第１方向ＤＩ１と平行な光軸３３２を有する。即ち、前記ネガティブＡ－プ
レート３３０の光軸３３２は、前記ポジティブＡ－プレート３２０の光軸３２２と直交す
る。又、前記ネガティブＡ－プレート３３０はｎｘ及びｎｙのうち、屈折率が小さい軸が
前記第２方向ＤＩ２と直交することができる。即ち、前記ネガティブＡ－プレート３３０
のｘ軸及びｙ軸のうち、１つの軸が前記第２方向ＤＩ２と直交し、前記第２方向ＤＩ２と
直交する軸方向への屈折率が前記ｘ軸及びｙ軸のうち、他の１つの軸方向への屈折率より
小さい。例えば、ｘ軸方向への屈折率（ｎｘ）がｙ軸方向への屈折率（ｎｙ）より小さい
場合、前記ネガティブＡ－プレート３３０のｘ軸が前記第１方向ＤＩ１と直交することが
できる。
　前記ネガティブＡ－プレート３３０はｎｘ≠ｎｙで、厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）≦
０である位相遅延フィルムであり得る。ここで、前記ネガティブＡ－プレート３３０の厚
さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）は｛（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ｝×ｄであり、前記ｄは前記
ネガティブＡ－プレート３３０の厚さを意味する。
　一方、前記ネガティブＡ－プレート３３０の面上位相遅延値（Ｒｏ）及び厚さ方向の位
相遅延値（Ｒｔｈ）は前記ポジティブＡ－プレート３２０の面上位相遅延値（Ｒｏ）及び
厚さ方向の位相遅延値（Ｒｔｈ）と非対称の値を有することができる。例えば、前記ネガ
ティブＡ－プレート３３０の面上位相遅延値（Ｒｏ）は緑色光を基準に約１０６ｎｍで、
前記ネガティブＡ－プレート３３０の厚さ方向の位相遅延値（Ｒｔｈ）は、緑色光を基準
に約９０ｎｍであり得る。反面、前記ポジティブＡ－プレート３２０の面上位相遅延値（
Ｒｏ）は、緑色光を基準に約８１ｎｍで、前記ポジティブＡ－プレート３２０の厚さ方向
の位相遅延値（Ｒｔｈ）は緑色光を基準に約－６９ｎｍであり得る。
【００６１】
　前記第２偏光板３１０は、前記ネガティブＡ－プレート３３０の上部に配置され、前記
第２方向ＤＩ２と平行な第２吸収軸３１２を有し、前記第１方向ＤＩ１と平行な第２偏光
軸（図示せず）を有する。
【００６２】
　本実施例において、前記ネガティブＡ－プレート３３０は、ｎｘ及びｎｙのうち、屈折
率が小さい軸が前記第２偏光板３１０の第２吸収軸３１２と直交することができる。即ち
、前記ネガティブＡ－プレート３３０のｘ軸及びｙ軸のうち、１つの軸が前記第２偏光板
３１０の第２吸収軸３１２と直交し、前記第２吸収軸３１２と直交する軸方向への屈折率
が、前記ｘ軸及びｙ軸のうち、他の一つの軸方向への屈折率より小さくてもよい。
【００６３】
　又、前記ポジティブＡ－プレート３２０は、ｎｘ及びｎｙのうち、屈折率が大きい軸が
前記第２偏光板３１０の第２吸収軸３１２と平行であり得る。即ち、前記ポジティブＡ－
プレート３２０のｘ軸及びｙ軸のうち、１つの軸が前記第２偏光板３１０の第２吸収軸３
１２と平行で、前記第２吸収軸３１２と平行な軸方向への屈折率が、前記ｘ軸及びｙ軸の
うち、他の１つの軸方向への屈折率より大きくてもよい。
【００６４】
　図３は、図２の光学部材の吸収軸及び光軸の間の関係を示すポアンカレ球面を示す図で
ある。
【００６５】
　図２及び図３を参照すると、ポアンカレ球面は３つの座標軸、即ち、第１座標軸Ｓ１、
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第２座標軸Ｓ２、及び第３座標軸Ｓ３で構成される。前記ポアンカレ球面は、前記表示装
置の側面で見たときの偏光状態を立体的に説明するための球面を意味する。例えば、図３
に図示されたポアンカレ球面は、前記表示装置の平面を基準に方位角約４５°及び極角約
６０°で前記表示装置を見たときの偏光状態を示す。
【００６６】
　前記液晶層１３０の光軸、即ち、回転軸は前記第２座標軸Ｓ２の方向に形成され、前記
Ｃ－プレート２２０の光軸、即ち、回転軸は前記第２座標軸Ｓ２の逆方向に形成される。
【００６７】
　前記第１偏光板２１０の第１偏光軸、即ち、下板透過軸は、前記第１及び第２座標軸Ｓ
１、Ｓ２によって形成された平面上に形成され、前記第１座標軸Ｓ１に対して反時計方向
に約１１．５°傾斜するように形成される。
【００６８】
　前記第２偏光板３１０の第２偏光軸、即ち、上板透過軸は、前記第１及び第２座標軸Ｓ
１、Ｓ２によって形成された平面上に形成される。前記上板透過軸及び前記下板透過軸は
、前記第２座標軸Ｓ２に対して対称である。
【００６９】
　前記ポジティブＡ－プレート３２０の光軸は、前記第１及び第２座標軸Ｓ１、Ｓ２によ
って形成された平面上に形成され、前記下板透過軸と前記第１座標軸Ｓ１に対して対称で
ある位置に配置される。即ち、前記ポジティブＡ－プレート３２０の光軸は、前記第１座
標軸Ｓ１に対して左側に約１１．５°傾斜するように形成される。
【００７０】
　前記ネガティブＡ－プレート３３０の光軸は、前記第１及び第２座標軸Ｓ１、Ｓ２によ
って形成された平面上に形成され、前記上板透過軸と前記第１座標軸Ｓ１に対して対称で
ある位置に配置される。
【００７１】
　一方、前記ポアンカレ球面での消光ポイント（ＥＸ－ＰＯＩＮＴ：ｅｘｔｉｎｃｔｉｏ
ｎ　ｐｏｉｎｔ）は、前記ポジティブＡ－プレート３２０の光軸と一致することができる
。前記消光ポイントは、前記第１偏光板２１０から前記ネガティブＡ－プレート３３０ま
で透過した光の理想的な偏光状態を示す位置である。即ち、前記第１偏光板２１０から前
記ネガティブＡ－プレート３３０まで透過した光の偏光状態が前記消光ポイントと一致す
る場合、前記表示装置の側面から見たときのコントラスト比（ＣＲ）を最大に増加させる
ことができる。
【００７２】
　図４は、図２のＣ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示す平面図で
ある。
【００７３】
　図２、図３、及び図４を参照すると、本実施例によるポアンカレ平面は、前記第１座標
軸Ｓ１で前記ポアンカレ球面を見た時の偏光状態を示す平面である。即ち、前記ポアンカ
レ平面は、前記第２及び第３座標軸Ｓ２、Ｓ３で構成される。前記座標軸に示す数値は、
前記ポアンカレ球面の半径を１任意単位（ａｒｂｉｔｒａｒｙ　ｕｎｉｔ）とするとき、
前記ポアンカレ球面の中心からの相対的な距離を示す。
【００７４】
　前記第１偏光板２１０を透過した後、前記Ｃ－プレート２２０を透過する前に赤色光、
緑色光、及び青色光の偏光状態は、前記ポアンカレ平面で前記第２座標軸Ｓ２の上に形成
される。前記第１偏光板２１０を透過した赤色光、緑色光、及び青色光の偏光状態は、前
記ポアンカレ平面の中心で前記第２座標軸Ｓ２に沿って右側に離隔した位置に配置される
。ここで、前記消光ポイントは、前記ポアンカレ平面の中心で前記第２座標軸Ｓ２に沿っ
て左側に離隔した位置に配置される。
【００７５】
　その後、前記赤色光、緑色光、及び青色光が前記Ｃ－プレート２２０を透過すると、前
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記色光の偏光状態は前記第３座標軸Ｓ３に沿って下に第１距離だけ移動して配置される。
ここで、前記色光の偏光状態は分散され配置されることができる。
【００７６】
　図５は、図２の液晶層を透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示す平面図である。
【００７７】
　図２及び図５を参照すると、前記赤色光、前記緑色光、及び前記青色光は、前記Ｃ－プ
レート２２０を透過した後、更に前記液晶層１３０を透過する。前記液晶層１３０を透過
した前記色光の偏光状態は、前記第３座標軸Ｓ３に沿って上に第２距離だけ移動して配置
される。ここで、前記第２距離は、前記第１距離より大きくてもよい。従って、前記液晶
層１３０を透過した前記色光の偏光状態は、前記第２座標軸Ｓ２を基準に上端部に配置さ
れることができる。一方、前記色光の偏光状態は、前記Ｃ－プレート２２０を透過する場
合より分散されて配置されることができる。
【００７８】
　図６は、図２のポジティブＡ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示
す平面図である。
【００７９】
　図２及び図６を参照すると、前記赤色光、前記緑色光、及び前記青色光は、前記液晶層
１３０を透過した後、更に前記カラーフィルタ１２２を透過する。前記カラーフィルタ１
２２は、前記赤色光、前記緑色光、及び前記青色光のうち、いずれか１つだけを選択的に
透過させる。
【００８０】
　前記カラーフィルタ１２２を透過した前記赤色光、前記緑色光、及び前記青色光は、更
に前記ポジティブＡ－プレート３２０を透過する。前記ポジティブＡ－プレート３２０を
透過した前記色光の偏光状態は、前記第３座標軸Ｓ３に沿って下に第３距離だけ移動して
、前記第３座標軸Ｓ３の上に隣接して配置される。ここで、前記第３距離は、前記第１距
離より小さくてもよい。一方、分散され配置された前記色光の偏光状態が集まるように配
置されることができる。
【００８１】
　図７は、図２のネガティブＡ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示
す平面図である。
【００８２】
　図２及び図７を参照すると、前記ポジティブＡ－プレート３２０を透過した前記赤色光
、前記緑色光、及び前記青色光は、更に前記ネガティブＡ－プレート３３０を透過する。
前記ネガティブＡ－プレート３３０を透過した色光の偏光状態は、前記第３座標軸Ｓ３に
沿って上に第４距離だけ移動して、前記消光ポイントと隣接して配置される。ここで、前
記第４距離は、前記第３距離より小さくてもよい。一方、分散され配置された前記色光の
偏光状態がより集まるように配置されることができる。
【００８３】
　このように、前記表示装置を側面で見たとき、前記ポジティブ及びネガティブＡ－プレ
ート３２０、３３０は、前記Ｃ－プレート２２０及び前記液晶層１３０によって分散され
た赤色光、緑色光、及び青色光の偏光状態を前記ポアンカレ球面での消光ポイントに実質
的に一致させることができる。これによって、前記表示装置の側面で見た時のコントラス
ト比（ＣＲ）がより向上されることができる。
【００８４】
　図８は、「各色光の波長に対する液晶層及びＣ－プレートの間の厚さ方向位相遅延値の
差異に対する比」及び「ポアンカレ平面での各色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距
離」間の関係を示すグラフである。
【００８５】
　図２、図７、及び図８を参照すると、図８に図示されたグラフの縦軸（Ｄ＿ＥＸＰ－Ｐ
Ｓ）は、前記第１偏光板２１０から前記ネガティブＡ－プレート３３０まで透過した前記
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色光の偏光状態のそれぞれ及び前記消光ポイント間の距離を意味する。又、横軸（Ｒｔｈ
＿ＬＣ－Ｒｔｈ＿Ｃｐｌａｔｅ／λ）は、各色光の波長に対する液晶層１３０及びＣ－プ
レート２２０の間の厚さ方向位相遅延値の差異に対する比を意味する。前記縦座標軸に示
す数値は、前記ポアンカレ球面の半径を１任意単位としたとき、前記ポアンカレ球面の中
心からの相対的な距離を示す。
【００８６】
　「Ｒ」は、「赤色光の波長（λ）に対する液晶層１３０及びＣ－プレート２２０の間の
厚さ方向位相遅延値の差異に対する比」及び「ポアンカレ平面での赤色光の偏光状態と消
光ポイントとの間の距離」間の関係を示す。「Ｇ」は、「緑色光の波長に対する液晶層１
３０及びＣ－プレート２２０の間の厚さ方向位相遅延値の差異に対する比」及び「ポアン
カレ平面での緑色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離」間の関係を示す。又、「Ｂ
」は「青色光の波長に対する液晶層１３０及びＣ－プレート２２０の間の厚さ方向位相遅
延値の差異に対する比」及び「ポアンカレ平面での青色光の偏光状態と消光ポイントとの
間の距離」間の関係を示す。
【００８７】
　最適の側面コントラスト比（ＣＲ）を得るために、本実施例での前記液晶層１３０及び
前記Ｃ－プレート２２０は、下記のような条件を満足する。まず、前記第１偏光板２１０
から前記ネガティブＡ－プレート３３０まで透過した前記色光の偏光状態のそれぞれと、
前記消光ポイントと、の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－ＰＳ）が約０．１以内に配置されるように、
前記各色光の波長（λ）に対する前記液晶層１３０及び前記Ｃ－プレート２２０の間の厚
さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の差異（Ｒｔｈ＿ＬＣ－Ｒｔｈ＿Ｃｐｌａｔｅ）の比（Ｒｔ
ｈ＿ＬＣ－Ｒｔｈ＿Ｃｐｌａｔｅ　／　λ）が調節されなければならない。
【００８８】
　例えば、前記赤色光波長（λ）に対する前記液晶層１３０及び前記Ｃ－プレート２２０
の間の厚さ方向位相遅延値の差異の比（Ｒ）は、０～約０．０８の範囲を有することがで
き、好ましく、約０．０１～約０．０８の範囲を有することができる。又、前記緑色光波
長（λ）に対する前記液晶層１３０及び前記Ｃ－プレート２２０の間の厚さ方向位相遅延
値の差異の比（Ｇ）は、約０．０５～約０．１３５の範囲を有することができる。又、前
記青色光波長（λ）に対する前記液晶層１３０及び前記Ｃ－プレート２２０の間の厚さ方
向位相遅延値の差異の比（Ｂ）は約０．１４５～約０．２３０の範囲を有することができ
る。
【００８９】
　又、前記青色光波長（λ）に対する前記液晶層１３０及び前記Ｃ－プレート２２０の間
の厚さ方向位相遅延値の差異に対する比（Ｂ）は、前記緑色光波長（λ）に対する前記液
晶層１３０及び前記Ｃ－プレート２２０の間の厚さ方向位相遅延値の差異に対する比（Ｇ
）より大きくなければならない。
【００９０】
　又、前記緑色光波長（λ）に対する前記液晶層１３０及び前記Ｃ－プレート２２０の間
の厚さ方向位相遅延値の差異に対する比（Ｇ）は、前記赤色光波長（λ）に対する前記液
晶層１３０及び前記Ｃ－プレート２２０の間の厚さ方向位相遅延値の差異に対する比（Ｒ
）より大きくなければならない。
【００９１】
　図９は、「各色光の波長に対するネガティブＡ－プレートの面内位相遅延値の比」と「
ポアンカレ平面での各色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離」間の関係及び「各色
光の波長に対するネガティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値の比」と「ポアンカレ平
面での各色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離」間の関係を示すグラフである。
【００９２】
　図２、図７、及び図９を参照すると、図９に図示されたグラフの縦軸（Ｄ＿ＥＸＰ－Ｐ
Ｓ）は、前記第１偏光板２１０から前記ネガティブＡ－プレート３３０まで透過した前記
色光の偏光状態のそれぞれ及び前記消光ポイントの間の距離を意味する。又、横軸（Ｒｏ



(18) JP 2010-2906 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

（λ）／λ、－Ｒｔｈ（λ）／λ）は、各色光の波長に対するネガティブＡ－プレート３
３０の面内位相遅延値の比（Ｒｏ（λ）／λ）又は各色光の波長に対するネガティブＡ－
プレート３３０の厚さ方向位相遅延値の比（－Ｒｔｈ（λ）／λ）を意味する。前記縦座
標軸に示す数値は、前記ポアンカレ球面の半径を１任意単位としたとき、前記ポアンカレ
球面の中心からの相対的な距離を示す。
【００９３】
　「Ａ１１」は、赤色光の波長（λ）に対するネガティブＡ－プレート３３０の面内位相
遅延値の比（Ｒｏ（λ）／λ）及びポアンカレ平面での赤色光の偏光状態と消光ポイント
との間の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－ＰＳ）間の関係を示し、「Ａ１２」は、緑色光の波長（λ）
に対するネガティブＡ－プレート３３０の面内位相遅延値の比（Ｒｏ（λ）／λ）及びポ
アンカレ平面での緑色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－ＰＳ）間
の関係を示す。又、「Ａ１３」は、青色光の波長（λ）に対するネガティブＡ－プレート
３３０の面内位相遅延値の比（Ｒｏ（λ）／λ）及びポアンカレ平面での青色光の偏光状
態と消光ポイントとの間の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－ＰＳ）間の関係を示す。
【００９４】
　「Ａ２１」は、赤色光の波長（λ）に対するネガティブＡ－プレート３３０の厚さ方向
位相遅延値の比（－Ｒｔｈ（λ）／λ）及びポアンカレ平面での赤色光の偏光状態と消光
ポイントとの間の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－ＰＳ）間の関係を示し、「Ａ２２」は、緑色光の波
長（λ）に対するネガティブＡ－プレート３３０の厚さ方向位相遅延値の比（－Ｒｔｈ（
λ）／λ）及びポアンカレ平面での緑色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離（Ｄ＿
ＥＸＰ－ＰＳ）間の関係を示す。又、「Ａ２３」は、青色光の波長（λ）に対するネガテ
ィブＡ－プレート３３０の厚さ方向位相遅延値の比（－Ｒｔｈ（λ）／λ）及びポアンカ
レ平面での青色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－ＰＳ）間の関係
を示す。
【００９５】
　最適の側面コントラスト比（ＣＲ）を得るために、本実施例での前記ネガティブＡ－プ
レート３３０は次ぎの条件を満足する。
【００９６】
　即ち、前記第１偏光板２１０から前記ネガティブＡ－プレート３３０まで透過した前記
色光の偏光状態のそれぞれが、前記消光ポイントとの距離が約０．１以内に配置されるよ
うに、前記各色光の波長に対する前記ネガティブＡ－プレート３３０の面内位相遅延値の
比（Ｒｏ（λ）／λ）及び厚さ方向位相遅延値の比（－Ｒｔｈ（λ）／λ）が調整される
べきである。
【００９７】
　例えば、前記赤色光波長に対する前記ネガティブＡ－プレート３３０の面上位相遅延値
の比（Ａ１１）は、約０．０９３～約０．１７３の範囲を有することができ、前記赤色光
波長に対する前記ネガティブＡ－プレート３３０の厚さ方向位相遅延値の比（Ａ２１）は
約０．０７３～約０．１５３の範囲を有することができる。
【００９８】
　又、前記緑色光波長に対する前記ネガティブＡ－プレート３３０の面上位相遅延値の比
（Ａ１２）は約０．１０８～約０．１８８の範囲を有することができ、前記緑色光波長に
対する前記ネガティブＡ－プレート３３０の厚さ方向位相遅延値の比（Ａ２２）は約０．
０８６～約０．１６６の範囲を有することができる。
【００９９】
　又、前記青色光波長に対する前記ネガティブＡ－プレート３３０の面上位相遅延値の比
（Ａ１３）は約０．１４０～約０．２２０の範囲を有することができ、前記青色光波長に
対する前記ネガティブＡ－プレート３３０の厚さ方向位相遅延値の比（Ａ２３）は約０．
１１３～約０．１９３の範囲を有することができる。
【０１００】
　図１０は、「各色光の波長に対するポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値の比」と
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「ポアンカレ平面での各色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離」間の関係及び「各
色光の波長に対するポジティブＡ－プレートの厚さ方向位相遅延値の比」と「ポアンカレ
平面での各色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離」間の関係を示すグラフである。
【０１０１】
　図２、図７、及び図１０を参照すると、図１０に図示されたグラフの縦軸（Ｄ＿ＥＸＰ
－ＰＳ）は、前記第１偏光板２１０から前記ポジティブＡ－プレート３２０まで透過した
前記色光の偏光状態のそれぞれ及び前記消光ポイント間の距離を意味する。又、横軸（Ｒ
ｏ（λ）／λ、－Ｒｔｈ（λ）／λ）は、各色光の波長に対するポジティブＡ－プレート
３２０の面内位相遅延値の比（Ｒｏ（λ）／λ）又は各色光の波長に対するポジティブＡ
－プレート３２０の厚さ方向位相遅延値の比（－Ｒｔｈ（λ）／λ）を意味する。前記縦
座標軸に示す数値は、前記ポアンカレ球面の半径を１任意単位としたとき、前記ポアンカ
レ球面の中心からの相対的な距離を示す。
【０１０２】
　「Ｂ１１」は、赤色光の波長（λ）に対するポジティブＡ－プレート３２０の面内位相
遅延値の比（Ｒｏ（λ）／λ）及びポアンカレ平面での赤色光の偏光状態と消光ポイント
との間の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－ＰＳ）間の関係を示し、「Ｂ１２」は緑色光の波長（λ）に
対するポジティブＡ－プレート３２０の面内位相遅延値の比（Ｒｏ（λ）／λ）及びポア
ンカレ平面での緑色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－ＰＳ）間の
関係を示す。又、「Ｂ１３」は、青色光の波長（λ）に対するポジティブＡ－プレート３
２０の面内位相遅延値の比（Ｒｏ（λ）／λ）及びポアンカレ平面での青色光の偏光状態
と消光ポイントとの間の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－ＰＳ）間の関係を示す。
【０１０３】
　「Ｂ２１」は赤色光の波長（λ）に対するポジティブＡ－プレート３２０の厚さ方向位
相遅延値の比（Ｒｔｈ（λ）／λ）及びポアンカレ平面での赤色光の偏光状態と消光ポイ
ントとの間の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－ＰＳ）間の関係を示し、「Ｂ２２」は緑色光の波長（λ
）に対するポジティブＡ－プレート３２０の厚さ方向位相遅延値の比（Ｒｔｈ（λ）／λ
）及びポアンカレ平面での緑色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－
ＰＳ）間の関係を示す。又、「Ｂ２３」は青色光の波長（λ）に対するポジティブＡ－プ
レート３２０の厚さ方向位相遅延値の比（Ｒｔｈ（λ）／λ）及びポアンカレ平面での青
色光の偏光状態と消光ポイントとの間の距離（Ｄ＿ＥＸＰ－ＰＳ）間の関係を示す。
【０１０４】
　最適の側面コントラスト比（ＣＲ）を得るために、本実施例での前記ポジティブＡ－プ
レート３２０は、下記のような条件を満足する。即ち、前記第１偏光板２１０から前記ポ
ジティブＡ－プレート３２０まで透過した前記色光の偏光状態のそれぞれが前記消光ポイ
ントとの距離が０．１以内に配置されるように、前記各色光の波長に対する前記ポジティ
ブＡ－プレート３２０の面内位相遅延値の比及び厚さ方向位相遅延値の比が調整されるべ
きである。
【０１０５】
　例えば、前記赤色光波長に対する前記ポジティブＡ－プレート３２０の面内位相遅延値
の比（Ｂ１１）は約０．１３３～約０．２１３の範囲を有することができ、前記赤色光波
長に対する前記ポジティブＡ－プレート３２０の厚さ方向位相遅延値の比（Ｂ２１）は約
０．１０７～約０．１８７の範囲を有することができる。
【０１０６】
　又、前記緑色光波長に対する前記ポジティブＡ－プレート３２０の面上位相遅延値の比
（Ｂ１２）は約０．１５２～約０．２３２の範囲を有することができ、前記緑色光波長に
対する前記ポジティブＡ－プレート３２０の厚さ方向位相遅延値の比（Ｂ２２）は約０．
１２４～約０．２０４の範囲を有することができる。
【０１０７】
　又、前記青色光波長に対する前記ポジティブＡ－プレート３２０の面上位相遅延値の比
（Ｂ１３）は約０．１９４～約０．２７４の範囲を有することができ、前記青色光波長に
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対する前記ポジティブＡ－プレート３２０の厚さ方向位相遅延値の比（Ｂ２３）は約０．
１５９～約０．２３９の範囲を有することができる。
【０１０８】
　図１１は、本発明の実施例２による表示装置を示す断面図である。図１２は、図１１の
表示装置の光学部材の関係を概念的に示す図である。
【０１０９】
　図１１及び図１２を参照すると、本実施例による表示装置は、表示パネル１００、第１
光学ユニット２００、第２光学ユニット３００、及びバックライトユニット４００を含む
。
【０１１０】
　前記表示パネル１００は、第１基板１１０、前記第１基板１１０と対向する第２基板１
２０、及び前記第１基板１１０及び前記第２基板１２０の間に介在された液晶層１３０を
含む。
【０１１１】
　前記第１基板１１０は、信号線（図示せず）、前記信号線と電気的に連結された薄膜ト
ランジスタ（図示せず）、及び前記薄膜トランジスタと電気的に連結された画素電極１１
２を含む。前記画素電極１１２は、前記信号線から伝送されたデータ電圧を前記薄膜トラ
ンジスタを通じて印加を受ける。
【０１１２】
　前記第２基板１２０は、前記画素電極１１２と対応されるカラーフィルタ１２２、及び
前記カラーフィルタ１２２の上に形成された共通電極（図示せず）を含む。前記カラーフ
ィルタ１２２は、赤色カラーフィルタ、緑色カラーフィルタ、及び青色カラーフィルタを
含むことができる。前記共通電極は、透明な導電性物質からなり、共通電圧の印加を受け
る。
【０１１３】
　前記液晶層１３０は、前記第１基板１１０及び前記第２基板１２０の間に介在され、垂
直配向モードに駆動されることができる。即ち、前記画素電極１１２と前記共通電極との
間に電場が形成されないと、前記液晶層１３０の液晶は、前記第１基板１１０に水平な方
向に配列され、前記画素電極１１２と前記共通電極との間に電場が形成されると、前記液
晶層１３０の液晶は前記第１基板１１０に垂直な方向に配列される。
【０１１４】
　前記第１光学ユニット２００は、前記表示パネル１００の下部に配置される。前記第１
光学ユニット２００は、前記表示パネル１００の下部に配置された第１偏光板２１０、前
記第１偏光板２１０と前記表示パネル１００との間に配置されたＣ－プレート２２０を含
む。即ち、前記第１偏光板２１０の下部に配置された前記バックライトユニット４００か
ら発生された光は、前記第１偏光板２１０及び前記Ｃ－プレート２２０を透過して前記表
示パネル１００に印加される。
【０１１５】
　前記第２光学ユニット３００は、前記表示パネル１００の上部に配置された第２偏光板
３１０、前記第２偏光板３１０と前記表示パネル１００との間に配置されたポジティブＡ
－プレート３２０、及び光の進行方向に対して前記ポジティブＡ－プレート３２０の下部
に配置されたネガティブＡ－プレート３３０を含む。
【０１１６】
　本実施例において、前記ネガティブＡ－プレート３３０は、前記液晶層１３０及び前記
第２基板１２０の間に配置される。例えば、前記ネガティブＡ－プレート３３０は、前記
液晶層１３０と向き合うように前記カラーフィルタ１２２の上にコーティングまたは分配
方式（ｄｉｓｐｅｎｓｉｎｇ　ｍｅｔｈｏｄ）によって形成されることができる。即ち、
前記ネガティブＡ－プレート３３０は、前記カラーフィルタ１２２の上に形成され前記カ
ラーフィルタ１２２を保護するオーバーコーティング層（図示せず）の代わりに形成され
ることができる。これと異なり、前記ネガティブＡ－プレート３３０は、前記オーバーコ
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ーティング層（図示せず）上に形成されることもできる。
【０１１７】
　一方、前記Ｃ－プレート２２０は、前記第１基板１１０の下部に配置されると説明した
が、これと異なり、前記第１基板１１０及び前記液晶層１３０の間に配置されることもで
きる。即ち、前記Ｃ－プレート２２０は、前記第１基板１１０の上にコーティングまたは
分配方式によって形成されることもできる。
【０１１８】
　前記第１偏光板２１０は、第１方向ＤＩ１と平行な第１吸収軸２１２を有し、前記第１
方向ＤＩ１と直交する第２方向ＤＩ２と平行である第１偏光軸（図示せず）を有する。即
ち、前記第１偏光板２１０を透過する光は、前記第２方向ＤＩ２に偏光される。ここで、
第３方向ＤＩ３は、前記第１及び第２方向ＤＩ１、ＤＩ２と直交する方向で、光の進行方
向を意味する。
【０１１９】
　前記Ｃ－プレート２２０は前記第１偏光板２１０の上部に配置され、前記第３方向ＤＩ
３と平行な光軸２２２を有する。前記Ｃ－プレート２２０は、ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚの数式を
満足するネガティブＣ－プレートであり得る。ここで、前記ｎｘはｘ軸方向への屈折率で
、前記ｎｙは前記ｘ軸方向と直交するｙ軸方向への屈折率で、前記ｎｚは前記ｘ軸及びｙ
軸方向と直交するｚ軸方向への屈折率である。本実施例において、前記ｘ軸方向は前記第
２方向ＤＩ２と平行で、前記ｙ軸方向は前記第１方向ＤＩ１と平行で、前記ｚ軸方向は前
記第３方向ＤＩ３と平行であり得る。
【０１２０】
　前記Ｃ－プレート２２０の面内位相遅延値（Ｒｏ）はｎｘ＝ｎｙなので、ゼロ値を有す
る。ここで、前記Ｃ－プレート２２０の面内位相遅延値（Ｒｏ）は（ｎｘ－ｎｙ）×ｄで
、前記ｄは前記Ｃ－プレート２２０の厚さを意味する。
【０１２１】
　前記Ｃ－プレート２２０の厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）はｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚなので、
正の値を有する。ここで、前記Ｃ－プレート２２０の厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）は｛
（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ｝×ｄを意味する。
【０１２２】
　前記液晶層１３０は、前記Ｃ－プレート２２０の上部に配置される。前記液晶層１３０
の液晶は垂直配向モードに動作され、前記Ｃ－プレート２２０と実質的に反対される屈折
率を有することができる。前記液晶層１３０は、前記第３方向と平行な光軸１３２を有す
ることができる。前記液晶層１３０の光軸１３２は、前記Ｃ－プレート２２０の光軸２２
２の逆方向に形成されることができる。例えば、前記液晶層１３０は、ｎｘ＝ｎｙ＜ｎｚ
の数式を満足する性質を有することができる。
【０１２３】
　前記液晶層１３０の面内位相遅延値（Ｒｏ）はｎｘ＝ｎｙなので、ゼロ値を有する。又
、前記液晶層１３０の厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）は、ｎｘ＝ｎｙ＜ｎｚなので、負の
値を有する。ここで、前記液晶層１３０の厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）は｛（ｎｘ＋ｎ
ｙ）／２－ｎｚ｝×ｄで、前記ｄは前記液晶層１３０の厚さを意味する。
【０１２４】
　前記ネガティブＡ－プレート３３０は前記液晶層１３０の上部に配置され、前記第１方
向ＤＩ１と平行な光軸３３２を有する。即ち、前記ネガティブＡ－プレート３３０の光軸
３３２は、前記第１偏光板２１０の第１吸収軸２１２と平行である。ここで、前記ネガテ
ィブＡ－プレート３３０の光軸３３２は、ｎｘ及びｎｙのうち、屈折率が小さい軸、即ち
、高速進行軸（ｆａｓｔ　ａｘｉｓ）を意味する。
【０１２５】
　前記ネガティブＡ－プレート３３０はｎｘ≠ｎｙで、厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）≦
０である位相遅延フィルムである。ここで、前記ネガティブＡ－プレート３３０の厚さ方
向位相遅延値（Ｒｔｈ）は、｛（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ｝×ｄで、前記ｄは前記ネガテ
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ィブＡ－プレート３３０の厚さを意味する。
【０１２６】
　前記カラーフィルタ１２２は、前記ネガティブＡ－プレート３３０の上部に配置され、
透過される白色光を色光、例えば、赤色光、緑色光、及び青色光に変更させる。即ち、前
記カラーフィルタ１２２は、赤色光、緑色光、及び青色光で構成された白色光で前記赤色
光、前記緑色光、及び前記青色光のうち、いずれか１つだけを透過させる。
【０１２７】
　前記ポジティブＡ－プレート３２０は、前記カラーフィルタ１２２の上部に配置され、
前記第１方向ＤＩ１と平行な光軸３２２を有する。即ち、前記ポジティブＡ－プレート３
２０の光軸３２２は、前記第１偏光板２１０の第１吸収軸２１２と平行である。ここで、
前記ポジティブＡ－プレート３２０の光軸３２２は、ｎｘ及びｎｙのうち、屈折率が大き
い軸、即ち、低速進行軸（ｓｌｏｗ　ａｘｉｓ）を意味する。
【０１２８】
　前記ポジティブＡ－プレート３２０はｎｘ≠ｎｙで、厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）≧
０である位相遅延フィルムであり得る。ここで、前記ポジティブＡ－プレート３２０の厚
さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）は、｛（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ｝×ｄで、前記ｄは前記ポ
ジティブＡ－プレート３２０の厚さを意味する。
【０１２９】
　前記第２偏光板３１０は前記ネガティブＡ－プレート３３０の上部に配置され、前記第
２方向ＤＩ２と平行な第２吸収軸３１２を有し、前記第１方向ＤＩ１と平行な第２偏光軸
（図示せず）を有する。
【０１３０】
　図１３は、図１２の光学部材の吸収軸及び光軸間の関係を示すポアンカレ球面を示す図
である。
【０１３１】
　図１２及び図１３を参照すると、ポアンカレ球面は３つの座標軸、即ち、第１座標軸Ｓ
１、第２座標軸Ｓ２、及び第３座標軸Ｓ３で構成される。前記ポアンカレ球面は、前記表
示装置の側面から見たときの偏光状態を立体的に説明するための球面を意味する。例えば
、図１３に図示されたポアンカレ球面は、前記表示装置の平面を基準に方位角約４５°及
び極角約６０°で前記表示装置を見た時の偏光状態を示す。
【０１３２】
　前記液晶層１３０の光軸１３２は、前記第２座標軸Ｓ２の方向に形成された回転軸で、
前記Ｃ－プレート２２０の光軸２２２は、前記第２座標軸Ｓ２の逆方向に形成された回転
軸である。
【０１３３】
　前記第１偏光板２１０の第１偏光軸、即ち、下板透過軸は前記第１及び第２座標軸Ｓ１
、Ｓ２によって形成された平面上に形成され、前記第１座標軸Ｓ１に対して反時計方向に
約１１．５°傾斜するように形成される。
【０１３４】
　前記第２偏光板３１０の第２偏光軸、即ち、上板透過軸は前記第１及び第２座標軸Ｓ１
、Ｓ２によって形成された平面上に形成される。前記上板透過軸及び前記下板透過軸は前
記第２座標軸Ｓ２に対して対称である。
【０１３５】
　前記ネガティブＡ－プレート３３０の光軸３３２は、前記第１及び第２座標軸Ｓ１、Ｓ
２による平面上に形成された回転軸である。前記ネガティブＡ－プレート３３０の光軸３
３２は、前記下板透過軸と実質的に同じ方向に形成される。
【０１３６】
　前記ポジティブＡ－プレート３２０の光軸３２２は、前記第１及び第２座標軸Ｓ１、Ｓ
２によって形成された平面上に形成された回転軸である。前記ポジティブＡ－プレート３
２０の光軸は前記ネガティブＡ－プレート３３０の光軸の逆方向に形成される。
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【０１３７】
　一方、前記ポアンカレ球面での消光ポイントは、前記第２偏光板３１０の第２偏光軸、
即ち、上板透過軸と逆方向に形成される。前記消光ポイントは、前記第１偏光板２１０か
ら前記ポジティブＡ－プレート３２０まで透過した光の理想的な偏光状態を示す位置であ
る。即ち、前記第１偏光板２１０から前記ポジティブＡ－プレート３２０まで透過した光
の偏光状態が前記消光ポイントと一致する場合、前記表示装置の側面で見たときのコント
ラスト比（ＣＲ）が最大に増加されることができる。
【０１３８】
　図１４は、図１２のＣ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示す平面
図である。
【０１３９】
　図１２、図１３、及び図１４を参照すると、本実施例によるポアンカレ平面は、前記第
１座標軸Ｓ１で前記ポアンカレ球面を見た時の偏光状態を示す平面である。即ち、前記ポ
アンカレ平面は、前記第２及び第３座標軸Ｓ２、Ｓ３で構成される。
【０１４０】
　前記第１偏光板２１０を透過した赤色光、緑色光、及び青色光の偏光状態は、前記ポア
ンカレ平面で前記第２座標軸Ｓ２の上に形成される。前記第１偏光板２１０を透過した赤
色光、緑色光、及び青色光の偏光状態は、前記ポアンカレ平面の中心で前記第２座標軸Ｓ
２に沿って右側に離隔した位置に配置される。ここで、前記消光ポイントは、前記ポアン
カレ平面の中心で前記第２座標軸Ｓ２に沿って左側に離隔する位置に配置される。
【０１４１】
　その後、前記第１偏光板２１０を透過した赤色光、緑色光、及び青色光が前記Ｃ－プレ
ート２２０を透過すると、前記色光の偏光状態は前記第３座標軸Ｓ３に沿って下に第１距
離だけ移動して配置される。ここで、前記色光の偏光状態は分散され配置されることがで
きる。
【０１４２】
　図１５は、図１２の液晶層を透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面を示す平面図であ
る。
【０１４３】
　図１２及び図１５を参照すると、前記赤色光、前記緑色光、及び前記青色光は、前記Ｃ
－プレート２２０を透過した後、更に前記液晶層１３０を透過する。前記液晶層１３０を
透過した前記色光の偏光状態は、前記第３座標軸Ｓ３に沿って上に第２距離だけ移動して
配置される。ここで、前記第２距離は、前記第１距離より大きくてもよい。従って、前記
液晶層１３０を透過した前記色光の偏光状態は、前記第２座標軸Ｓ２を基準に上端部に配
置されることができる。一方、前記色光の偏光状態は、前記Ｃ－プレート２２０を透過し
たことより集まって配置されることができる。
【０１４４】
　図１６は、図１２のネガティブＡ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面
を示す平面図である。
【０１４５】
　図１２及び図１６を参照すると、前記赤色光、前記緑色光、及び前記青色光は、前記液
晶層１３０を透過した後、前記ネガティブＡ－プレート３３０を透過する。前記ネガティ
ブＡ－プレート３３０を透過した前記色光の偏光状態は、前記ネガティブＡ－プレート３
３０の光軸３３２を基準に時計方向に回転して第３距離だけ移動する。一方、前記色光の
偏光状態は、前記液晶層１３０を透過したことに対して分散される。
【０１４６】
　続いて、前記ネガティブＡ－プレート３３０を透過した前記赤色光、前記緑色光、及び
前記青色光は前記カラーフィルタ１２２を更に透過する。前記カラーフィルタ１２２は、
前記赤色光、前記緑色光、及び前記青色光のうち、いずれか１つだけを選択的に透過させ
る。
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【０１４７】
　図１７は、図１２のポジティブＡ－プレートを透過後の偏光状態を示すポアンカレ平面
を示す平面図である。
【０１４８】
　図１２及び図１７を参照すると、前記ネガティブＡ－プレート３３０を透過した前記赤
色光、前記緑色光、及び前記青色光は、更に前記ポジティブＡ－プレート３２０を透過す
る。前記ポジティブＡ－プレート３２０を透過した色光の偏光状態は、前記ポジティブＡ
－プレート３２０を基準に反時計方向に第４距離だけ回転して、前記消光ポイントと隣接
して配置される。ここで、前記第４距離は、前記第３距離より大きくてもよい。この際、
前記ネガティブＡ－プレート３３０によって分散された前記色光の偏光状態は、前記ポジ
ティブＡ－プレート３２０によって前記消光ポイントを中心に集まるように配置されるこ
とができる。
【０１４９】
　このように、前記ポジティブＡ－プレート３２０を透過した前記色光の偏光状態が前記
ポアンカレ球面での消光ポイントで実質的に一致されることができる。これによって、前
記表示装置の側面で見た時のコントラスト比（ＣＲ）がより向上されることができる。
【０１５０】
　図１８は、図１２のネガティブＡ－プレートの特性を示すグラフである。
【０１５１】
　図１８を参照すると、前記ネガティブＡ－プレート３３０のＮ－Ｚ係数（Ｎｚ）は約－
０．９～約－１．１の値を有することができ、好ましく、約－１．０の値を有する。但し
、Ｎｚ＝“－｜（ｎｘ－ｎｚ）／（ｎｘ－ｎｙ）｜”である。
【０１５２】
　緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）は、約４７．０ｎｍ～約４９．０ｎｍの値を有
することができ、好ましく約４７．８ｎｍの値を有する。ここで、前記緑色光波長は、約
５４０ｎｍ～約５６０ｎｍの値を有することができ、好ましく、約５５０ｎｍの値を有す
る。
【０１５３】
　第１ネガティブ面内分散遅延値は、前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対す
る青色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）の比で定義される。前記第１ネガティブ面内分
散遅延値は、約１．００～約１．２０の値を有することができ、好ましく約１．０８の値
を有する。ここで、前記青色光波長は約４４０ｎｍ～約４６０ｎｍの値を有することがで
き、好ましく約４５０ｎｍの値を有することができる。
【０１５４】
　第２ネガティブ面内分散遅延値は、前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対す
る赤色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）の比で定義される。前記第２ネガティブ面内分
散遅延値は、約０．９０～約１．１０の値を有することができ、好ましく約０．９６の値
を有する。ここで、前記赤色光波長は約６４０ｎｍ～約６６０ｎｍの値を有することがで
き、好ましく約６５０ｎｍの値を有することができる。
【０１５５】
　前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）は約－２３．０～約－２５．０の値
を有することができ、好ましく約－２３．９の値を有する。
【０１５６】
　第１ネガティブ厚さ方向分散遅延値は、前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔ
ｈ）に対する青色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の比で定義される。前記第１
ネガティブ厚さ方向分散遅延値は、実質的に前記第１ネガティブ面内分散遅延値と同じで
ある。
【０１５７】
　第２ネガティブ厚さ方向分散遅延値は、前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔ
ｈ）に対する赤色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の比で定義される。前記第２
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ネガティブ厚さ方向分散遅延値は、実質的に前記第２ネガティブ面内分散遅延値と同じで
ある。
【０１５８】
　図１９は、図１２のポジティブＡ－プレートの特性を示すグラフである。
【０１５９】
　図１９を参照すると、前記ポジティブＡ－プレート３２０のＮ－Ｚ係数（Ｎｚ）は約０
．９～約１．１の値を有することができ、好ましく約１．０４の値を有する。但し、Ｎｚ
＝“｜（ｎｘ－ｎｚ）／（ｎｘ－ｎｙ）｜”である。
【０１６０】
　緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）は、約１７９．５ｎｍ～約１８０．５ｎｍの値
を有することができ、好ましく約１８０ｎｍの値を有する。ここで、前記緑色光波長は約
５４０ｎｍ～約５６０ｎｍの値を有することができ、好ましく約５５０ｎｍの値を有する
。
【０１６１】
　第１ポジティブ面内分散遅延値は、前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対す
る青色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）の比で定義される。前記第１ポジティブ面内分
散遅延値は約０．８８０～約０．８９０の値を有することができ、好ましく約０．８８５
の値を有することができる。ここで、前記青色光波長は約４４０ｎｍ～約４６０ｎｍの値
を有することができ、好ましく、約４５０ｎｍの値を有することができる。
【０１６２】
　第２ポジティブ面内分散遅延値は、前記緑色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）に対す
る赤色光波長での面内位相遅延値（Ｒｏ）の比で定義される。前記第２ポジティブ面内分
散遅延値は、約１．０００～約１．１００の値を有することができ、好ましく約１．０３
８の値を有する。ここで、前記赤色光波長は約６４０ｎｍ～約６６０ｎｍの値を有するこ
とができ、好ましく約６５０ｎｍの値を有することができる。
【０１６３】
　前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）は約９６．０～約９８．０の値を有
することができ、好ましく約９６．７の値を有する。
【０１６４】
　第１ポジティブ厚さ分散遅延値は、前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）
に対する青色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の比で定義される。前記第１ポジ
ティブ厚さ分散遅延値は実質的に前記第１ポジティブ面内分散遅延値と同じである。
【０１６５】
　第２ポジティブ厚さ分散遅延値は、前記緑色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）
に対する赤色光波長での厚さ方向位相遅延値（Ｒｔｈ）の比で定義される。前記第２ポジ
ティブ厚さ分散遅延値は、実質的に前記第２ポジティブ面内分散遅延値と同じである。
【０１６６】
　前記ネガティブ及びポジティブＡ－プレートのＮ－Ｚ係数（Ｎｚ）の絶対値が約０．９
～約１．１の値を有するとする時、前記ネガティブおよびポジティブＡ－プレートは下記
のような位相遅延条件を満足することができる。
【０１６７】
　まず、赤色光波長（λ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ
）の比をポジティブ赤色波長遅延値とし、前記赤色光波長（λ）に対する前記ネガティブ
Ａ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ）の比をネガティブ赤色波長遅延値とするとき、前
記ポジティブ赤色波長遅延値から前記ネガティブ赤色波長遅延値を引いた値は約０．２０
～約０．３０の範囲を有することができ、好ましく約０．２５の値を有する。前記赤色光
波長は約６４０ｎｍ～約６６０ｎｍの値を有することができ、好ましく約６５０ｎｍの値
を有する。
【０１６８】
　緑色光波長（λ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ）の比
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をポジティブ緑色波長遅延値とし、前記緑色光波長（λ）に対する前記ネガティブＡ－プ
レートの面内位相遅延値（Ｒｏ）の比をネガティブ緑色波長遅延値とするとき、前記ポジ
ティブ緑色波長遅延値から前記ネガティブ緑色波長遅延値を引いた値は、約０．２０～約
０．３０の範囲を有することができ、好ましく約０．２５の値を有する。ここで、前記緑
色光波長は約５４０ｎｍ～約５６０ｎｍの値を有することができ、好ましく約５５０ｎｍ
の値を有する。
【０１６９】
　青色光波長（λ）に対する前記ポジティブＡ－プレートの面内位相遅延値（Ｒｏ）の比
をポジティブ青色波長遅延値とし、前記青色光波長（λ）に対する前記ネガティブＡ－プ
レートの面内位相遅延値（Ｒｏ）の比をネガティブ青色波長遅延値とするとき、前記ポジ
ティブ青色波長遅延値から前記ネガティブ青色波長遅延値を引いた値は、約０．２０～約
０．３０の範囲を有することができ、好ましく約０．２５の値を有する。ここで、前記青
色光波長は約４４０ｎｍ～約４６０ｎｍの値を有することができ、好ましく約４５０ｎｍ
の値を有する。
【０１７０】
　図２０は、本発明の実施例３による表示装置を示す断面図である。
【０１７１】
　図２０に図示された表示装置は、ネガティブＡ－プレートが第２基板とポジティブＡ－
プレートとの間に配置されることを除くと、図１１を参照して説明した表示装置と実質的
に同じなので、同じ構成要素には同じ参照番号を付与し、重複される詳細な説明は省略す
る。
【０１７２】
　図２０を参照すると、本実施例によるネガティブＡ－プレート３３０は、前記第２基板
１２０及び前記ポジティブＡ－プレート３２０の間に配置される。即ち、前記ネガティブ
Ａ－プレート３３０は、前記液晶層１３０及び前記カラーフィルタ１２２の間に形成され
ることではなく、前記表示パネル１００の上部に配置されることができる。ここで、前記
ネガティブＡ－プレート３３０はフィルム形態に前記第２基板１２０の上面に付着される
こともできる。
【０１７３】
　前述したように、前記表示装置の側面で見た時、前記Ｃ－プレート２２０及び前記液晶
層１３０を透過した赤色光、緑色光、及び青色光の偏光状態は互いに一致せず分散される
ことができる。しかし、本発明の一実施例による前記ポジティブ及びネガティブＡ－プレ
ート３２０、３３０は互いに分散された前記色光の偏光状態を集めることができる。
【０１７４】
　従って、前記色光の偏光状態は、前記ポジティブ及びネガティブＡ－プレート３２０、
３３０によって前記ポアンカレ球面での消光ポイントで実質的に一致されることができ、
これによって前記表示装置の側面で見たときのコントラスト比（ＣＲ）がより向上され、
側面視野角が増加されることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１７５】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特徴請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【０１７６】
１００　　表示パネル
１１０　　第１基板
１１２　　画素電極
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１２０　　第２基板
１２２　　カラーフィルタ
１３０　　液晶層
２００　　第１光学ユニット
２１０　　第１偏光板
２１２　　第１吸収軸
２２０　　Ｃ－プレート
３００　　第２光学ユニット
３１０　　第２偏光板
３１２　　第２吸収軸
３２０　　ポジティブＡ－プレート
３３０　　ネガティブＡ－プレート

【図１】 【図２】
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